
空へ明日明日のの
JAL 
CSR REPORT

vol.24
より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal .com/ja/csr/

航空機整備で取り組む、
水資源の効率利用
3月22日は、「世界水の日」。地球温暖化による気候変動や生
物多様性の減少とともに、今、世界的な環境課題として注目さ
れる水資源問題への JALグループの取り組みをご紹介します。

*1：国際連合教育科学文化機関（UNESCO）「World Water Resources at the Beginning of the Twenty-First Century」（2003 年）
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被災した子どもたちに、学びの機会を提供
する活動をマイルで支援しませんか？
2015年3月15日（日）までお申し込み受付
中。詳しくは下記URLをご確認ください。
www.jal.co.jp/jalmile/use/charity/

SKY BATON 東北応援チャリテ
ィ・マイル第2弾「チャンス・フォー・
チルドレン」締め切り迫る！

東北応援関連のお知らせ

東北応援JAL
オリジナルあいくーも
マイル交換中です！

※写真はイメージです。

機体洗浄時、翼の上面は高所作業
車から、下面は地上から水を噴射。www.jal.co.jp/jalmile/use/ippin/tohoku.html

機体の手洗いで安全と環境に貢献しています

機体洗浄作業では、高所作業車とモップを駆使して、航空機をま
るごと手洗いします。手洗いすることで、汚れ具合に応じて洗剤の使
用量を変えるなど、日頃より節水を心がけています。また手洗いだからこそ、
普段見過ごしがちな小さなキズやへこみなどの早期発見ができますし、さらには機体をきれいな
状態に保つことで、飛行時の空気抵抗が小さくなり燃費が良くなるため、この清掃作業は安全
と環境の両面に貢献することができます。
冬期の水洗いは身にこたえますが、きれいな機体で、お客さまに気持ちよくご利用いただけ

るよう、心を込めて作業しています。

株式会社ＪＡＬグランドサービス東京  成田支店　
整備サービス1部 機体課    新堀 義昭

整備環境と水質の適切な管理が大切

金属の表面処理を行う工場の排水には有害な物質も含まれて
いるため、水質管理には細心の注意を払っています。処理前の排
水は日によって性質が変化しており、それを正確に見極めて、処理に使
用する薬剤量などを調整しながら、適切で効率的な処理を心がけています。また、
適切な処理のためには、毎日の配管やポンプなどの設備の管理も欠かせません。
私たちは、直接航空機を整備するわけではありませんが、整備会社のなかに航
空機整備のための環境を整えたり、外部の環境に配慮したりする仕事もあることを、
知ってもらえるとうれしいですね。

株式会社JALエンジニアリング 
安全衛生部　羽田地区担当    山森 祥貴
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